



1. は じ め に
2007年から 2008年にかけて, 大学近隣のシネ
マコンプレックス (複合映画館) である ｢TOH
O シネマズ流山おおたかの森｣ (2007 年 5 月,
2008年 1月) および ｢MOVIX柏の葉｣ (2008年
5月) の実地調査を 3回, 実施した｡
国内のスクリーン数は 2000年の 2,524から 2007
年には 3,062まで増加, うちネマコンプレックス
(複合映画館) が占める比率は 44％から 76％にま
で膨らんだ(1)｡ 1993年に ｢ワーナーマイカル海
老名｣ が国内で初めて開業して以来, 近年, シネ
マコンプレックス (複合映画館) は増加傾向にあ










現在, 映画業界では ｢革命｣ とも呼ぶべき事態が起きている｡ デジタルシネマにより, ブロードバンド・イン
ターネットや衛星を通じて映画が配給されるため, 高価な銀塩フィルムを複製する必要はなくなり, 全世界同時
リリースが可能となる｡ 製作費を安く抑えることができ, ニッチマーケットへの配給および上映も速く安く, 簡
単に行えるようになる｡ さらに, 繰り返し上映しても画質が劣化しないため, 最終上映日も封切り時と同じ映像
を提供できる｡ デジタルシネマ映画以外の利用を ｢ODS (Other Digital Stuff)｣ と呼ぶが, さまざまなコンテ





考慮して, 金融オプション理論を実物設備に拡張した Real Optionの理論を活用, その Option価値を事業価値
として評価に含めて検証した実証結果から, デジタルシネマの投資の有効性が十分に示された｡ 日本の年間映画
人口は 1億 6,000万前後にとどまっており, 平均映画鑑賞回数でも欧米に比べ大きく劣る環境下, デジタル化が
進展することにより, 良質の映画作品を映画館の大きなスクリーンで見ることの楽しさ, 映画文化の持つ良さを
若年層に感じてもらえる環境が早急に整備されることを期待したい｡ どの映画を ｢どこで｣ 見たかは, 若者の記
憶の中で一体となるはずである｡
キーワード：デジタルシネマ, シネマコンプレックス (複合映画館), DCP (デジタル映写装置), 銀塩フィル

























マズ｣ と ｢MOVIX｣ では, 大半のシネマコンプ
レックスが導入している ｢レディースデイ｣ (毎
週水曜, 女性のみ 1,000円) や ｢ファーストデイ｣
(毎月 1日は 1,000円) に加えて, 毎月 1回独自
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オープン 2007年 3月 12日 2006年 11月 22日 2007年 6月 28日
スクリーン数 11 10 10
席 数 1,863 2,009 2,154

















既 存 館 シネマコンプレックス
繁 華 街 立 地 郊 外
20歳代のカップルが大半 客 層 カップル, 家族連れと客層に幅がある
駅から徒歩数分 ★★★★★ 交 通 ★★★ 車がないと行きにくい場所がある
横並びの一定料金 ★ 料 金 ★★★ 割引制度が充実
窮屈 ★ 座 席 ★★★★★ 伸び伸び, ドリンクホルダーや車椅子用座席あり
旧式の音響設備 ★★ 音 響 ★★★★ 世界基準の音響設備
大劇場は大きい ★★★★ スクリーン ★★★ 座席数に見合った大きさ
全体的に暗い印象｡ トイレが汚い ★★★ 清潔感 ★★★★★ トイレ, ロビー他非常に良い｡ 快適空間
映画観賞以外のプラスαを期待 ★★ 満足度 ★★★★★ 立ち見なし, 飲食物充実, 従業員が好印象
に 1,000円の日を設定している (｢TOHOシネマ
































残る世界であるが, サイレント, トーキー, カラー
に続く ｢映画の第 4革命｣ と言えるデジタル化は
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図表 3 映画のデジタル化
























































図表 5 サイトおよびスクリーンのデジタル化率 (2008年 4月現在)(10)








米 国 5,939 807 13.6％ 38,793 4,677 12.1％
カナダ 528 6 1.1％ 3,049 33 1.1％
アジア
日 本 713 62 8.7％ 3,062 96 3.1％
中 国 不明 37 2,800 107 3.8％
インド 不明 1 11,000 2 0.0％
韓 国 301 57 18.9％ 1,648 160 9.7％
オーストラリア 494 16 3.2％ 1.964 16 0.8％
ヨーロッパ
イギリス 697 208 29.8％ 3,440 276 8.1％
フランス 不明 21 5,295 61 1.2％
ドイツ 不明 65 4,868 144 3.0％
スペイン 不明 17 4,253 19 0.4％
イタリア 不明 20 3,268 41 1.3％
南 米 ブラジル 不明 3 2,100 3 0.1％
その他 不明 5 15,949 5 0.0％
合 計 1,325 101,489 5,640 5.6％
出所：｢European Cinema Journal/March 2007｣, イマジカWebサイト, 電通総研 ｢情報メディア白書 2008｣ p. 80, 本稿図表 6
を基にして最新データに植田が修正｡
既に開始されており (図表 3 参照), 米国では
DCP (デジタル映写装置) をもつ映画館は 600
を超え, 普及率も約 10％に達している (図表 5
参照)｡ ｢デジタルシネマ｣ とは, 狭義においては,
映画を映像ファイルとして通信回線やディスクな































め, 38,793スクリーン (屋内 38,143, ドライブイ
ン 650) があり, そのうちデジタルシネマ対応は





























Carmike Cinemas, Inc 2,190 240
Rave Motion Pictures 445 28
Regal Entertainment Group 187 137
National Amusements 175 52
AMC Entertainment 171 103
Marquee Cinemas 153 14
Celebrational Cinema 147 10
MJR Theatres 116 8
Ultrastar Cinemas 116 13
Neighborhood Cinema Group 100 11
全米全体 4,667 807
出所：｢フルデジタル・イノベーション｣ (2008. 8月) p. 28
を基にして植田が修正｡
×3,000スクリーン×24フィルム/年・スク





ン (年間 36億円)｡ フィルム 1本の平均重量






























楽ライブ, 演劇, ミュージカル, オペラ,
歌舞伎, セミナー等の上映が可能になる｡










FFA (連邦フィルム委員会) の試算として, ス











西ヨーロッパ 18 355,371 696,334,700 235,135
東ヨーロッパ 11 28,489 59,566,950 250,905
全欧州 29 383,860 755,901,650 236,305
北米 2 538,958 781,685,800 174,044
中米・南米 7 47,670 91,166,300 229,494
全アメリカ大陸 9 586,628 872,852,100 178,550
アジア／オーストラリア 14 184,009 369,617,200 241,043
アフリカ／中東 1 3,689 7,199,500 234,194
全世界 53 1,158,185 2,005,570,450 207,798
出所：『FDI (フルデジタル・イノベーション) 2007. 06』 p. 43を基にして植田が修正｡
米国の映画館全体では, 2 Kのデジタルシネマ・
プロジェクターが大多数となっているが, 中長期




(2 K) とアナログ (SD) を比較すると, 画素数
で約 7倍の違い (図表 8参照) があり, デジタル
シネマの方がより鮮明な映像が享受できるにもか
かわらず, 映画館選択の誘因になっていない｡ 英
国のように 2007年作品 ｢ベオウルフ｣(18) でデジ
タル 3 Dスクリーンあたりの売上高が一般の 35
ミリフィルム上映の場合の 15倍になったケース










初めは ｢スターウォーズ｣ や ｢タイタニック｣ の













｢新宿バルト 9｣ では, サッカーのワールドカッ
プ, アジア野球選手権, 宝塚歌劇団の公演など,
スポーツや芸術公演の生中継や収録映像の上映が
増えている｡ 今後は, 大勢で鑑賞する ｢パブリッ
ク・ビューイング｣ などの新企画も考えられるだ




規 格 画素数 (横＊縦) 画 素 数
デジタル (8 K) 7,680＊4,320 3,318万画素
デジタル (4 K) 4,096＊2,160 885万画素
デジタル (2 K) 2,048＊1,080 221万画素










た, 東映系の ｢Tジョイ｣ では, デジタルシネマ







クリーンに関して, 図表 11の通り, 年々減少し










対応スクリーン数は全国 3,062 スクリーン中 96
スクリーンに過ぎず, デジタルシネマ率は 3.1％

























図表 11 日本の映画館の平均上映回数, 平均客席数, 客席稼働率











2000 1,066,459 584 … 5.00 … …
2001 991,649 577 … 4.71 … …
2002 2,017,865 1,087 244,607 5.09 225 19.9
2003 2,018,911 1,089 240,783 5.08 221 20.4
2004 2,512,897 1,376 290,109 5.00 211 20.7
2005 2,683,100 1,382 293,331 5.32 212 17.7
2006 2,616,841 1,362 290,228 5.26 213 17.7








2000 720 197 15
2001 829 228 18
2002 910 250 19























































109シネマズ HAT神戸 1 なんばパークスシネマ 2
109シネマズMM横浜 2 ミッドランドスクエアシネマ 2
109シネマズグランベリーモール 1 ユナイテッド・シネマ豊洲 2
109シネマズモラージュ佐賀 1 ワーナー・マイカル・シネマズみなとみらい 1
109シネマズ佐野 1 ワーナー・マイカル・シネマズむさし野 1
109シネマズ四日市 1 ワーナー・マイカル・シネマズりんくう泉南 1
109シネマズ川崎 2 ワーナー・マイカル・シネマズ茨木 1
109シネマズ箕面 1 ワーナー・マイカル・シネマズ羽生 1
109シネマズ名古屋 1 ワーナー・マイカル・シネマズ浦和美園 1
109シネマズ明和 1 ワーナー・マイカル・シネマズ各務原 1
109シネマズ木場 1 ワーナー・マイカル・シネマズ熊本クレア 1
MOVIXさいたま 1 ワーナー・マイカル・シネマズ御経塚 1
MOVIX京都 1 ワーナー・マイカル・シネマズ江別 1
MOVIX昭島 1 ワーナー・マイカル・シネマズ港北ニュータウン 1
MOVIX川口 1 ワーナー・マイカル・シネマズ市川妙典 1
MOVIX柏の葉 1 ワーナー・マイカル・シネマズ守谷 1
SOUTHERN PLEX 1 ワーナー・マイカル・シネマズ新潟南 1
Tジョイパークプレイス大分 3 ワーナー・マイカル・シネマズ新百合ヶ丘 1
Tジョイリバーウォーク北九州 3 ワーナー・マイカル・シネマズ千葉ニュータウン 1
Tジョイ久留米 3 ワーナー・マイカル・シネマズ多摩センター 1
Tジョイ新潟万代 3 ワーナー・マイカル・シネマズ板橋 1
Tジョイ大泉 3 ワーナー・マイカル・シネマズ福岡ルクル 1
Tジョイ長岡 3 ワーナーマイカルシネマズ名取エアリ 1
Tジョイ東広島 3 広島バルト 11 3
イオンシネマ高崎 1 札幌シネマフロンティア 2
エクスワイジー・シネマズ蘇我 3 鹿児島ミッテ 10 2
シネカノン有楽町一丁目 1 沼津シネマサンシャイン 1
シネカノン有楽町二丁目 1 新宿バルト 9 9
シネプレックス熊本 1 神保町シアター 1
シネマイクスピアリ 2 梅田ブルク 7 2
シネリーブル千葉ニュータウン 1 合 計 96
出所：IMAGICA社のWebサイト (http://imagica-dcinema.com/dcinema-index/locations/list.html)













る｡ なお, 試算においては, 上記以外のシネマコ
ンプレックス網は, NTT 東日本あるいは NTT
西日本が整備するネットワークを使用すると仮定
した｡ また, 独立系あるいは中小のシネマコンプ















が, 米国における ｢VPF｣, 欧州における ｢タイ
ム・フィー方式｣ に見られる(31)ような, 日本に適
合したビジネスモデルが未だ確立していないため,
普及が遅れている｡ 図表 19および図表 20に示す
通り, 日本の映画館チェーンの経営規模は, 米国
の映画館チェーンに比して極めて小さく, 日本全





























1 スクリーンシステム 1,000 3,000 300
2 劇場管理システム 2,500 700 175
3 配信センタシステム 100,000 8 80
555
※ 1. スクリーンシステム市場価格は, 1スクリーン単価
1,000～2,000万円｡ これに総スクリーン数 3,000を積算
※ 2. 劇場管理サーバ＋ストレージ 10 TBのシステム価格,
これに総サイト数 700を積算
※ 3. 東宝, 東映, 松竹, 角川, ワーナーマイカル, コロナ,
NTT東日本, NTT西日本を合わせて合計 8とカウン
ト｡ 将来の商用は 1センタ 10億円と仮定
グからデジタルに移行したことによる運用コスト
低減額で除した場合, 図表 17のように, 設備投

























本研究における Real Option 価値の算出方法
としては, Cox, Ross and Rubinstein によって























ワーナー・マイカル 6,285,000 2,896,824 628,500 2,268,324 2.77
TOHOシネマズ 4,295,000 1,784,328 429,500 1,354,828 3.17
松竹マルチプレックスシアターズ 3,510,000 1,452,024 351,000 1,101,024 3.19
ユナイテッド・シネマ 3,130,000 1,249,752 313,000 936,752 3.34
東急レクリエーション 2,805,000 960,792 280,500 680,292 4.12
コロナ 2,565,000 895,776 256,500 639,276 4.01
ヘラルド・エンタープライズ 2,380,000 744,072 238,000 506,072 4.70
イオンシネマズ 1,795,000 447,888 179,500 268,388 6.69
Tジョイ 1,650,000 361,200 165,000 196,200 8.41
佐々木興業 1,715,000 353,976 171,500 182,476 9.40
中部東宝 1,615,000 353,976 161,500 192,476 8.39
東宝関西興行 1,495,000 267,288 149,500 117,788 12.69
スガイ・エンタテインメント 1,395,000 195,048 139,500 55,548 25.11












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スクリーン数 サイト数 スクリーン数 サイト数 座席数 売上高
スクリーン サイト スクリーン サイト 席 百万円
ワーナー・マイカル 480 59 401 51 84,980 34,811
TOHOシネマズ 561 58 247 33 56,167 23,876
松竹マルチプレックスシアターズ 234 29 201 20 41,338 19,690
ユナイテッド・シネマ 209 20 173 16 38,163 9,500
東急レクリエーション 134 23 133 19 28,397 26,753
コロナ 146 15 124 13 16,697 148,201
ヘラルド・エンタープライズ 112 15 103 14 20,110 7,360
イオンシネマズ 62 7 62 7 12,457 5,500
Tジョイ 72 8 50 6 9,323 7,889
佐々木興業 85 13 49 9 7,481 2,100
中部東宝 49 5 49 5 9,666 2,865
東宝関西興行 37 5 37 5 6,862 3,932
スガイ・エンタテインメント 27 5 27 5 3,472 7,280
出所：｢フルデジタル・イノベーション｣ (2008. 8月) p. 29を基にして植田が作成｡
図表 20 米国の映画館チェーン
スクリーン数 サイト数 占有率(％)
Regal 6,391 531 16.6
AMC 4,664 324 12.1
Cinemark 3,598 286 9.4
Carmike 2,447 289 6.4




Kerasotes 839 94 2.2
Marcus 626 56 1.6




全 米 38,415 56.9
出所：｢フルデジタル・イノベーション｣ (2008. 8月) p. 29
を基にして植田が修正








また, 現時点において Discount Cash Flow
上において事業性が困難であっても, Real Op-
tion上の Option価値を加味することで事業性が
成り立つ場合には, 投資計画の ｢放棄｣ ではなく
｢延期｣ が妥当になる｡




施｣ ではなく ｢延期｣ が妥当になる｡
この結果は図表 18のように, 最短でも 4年,
最長では 10年と大幅に投資計画の改善が期待さ






5. ま と め


















































した｡ ここに厚くお礼申し上げます｡ また, 見学に同
行してくれた本学マス・コミュニケーション学科/植
田専門ゼミナール生 (岩男駿, 桑原卓也, 齊藤めぐみ,














































魅力的に映る (2008年 9月 27日付日本経済新聞)｡





竹は, 2008年 7月 19日に, 開通したばかりの東
京メトロ副都心線 ｢新宿三丁目駅｣ から徒歩 1分
の立地に ｢新宿ピカデリー｣ をオープンした｡ ス
クリーン数 10, 総座席数 2,237, 延床面積 9,811平
方メートルは都心最大級となった｡ 新宿三丁目に





ある ｢丸井｣ との相乗効果もあり, 若い女性客を
中心に集客して, 年間動員数が 100万人を超え
る｡ 東映系の ｢Tジョイ｣ は, 2009年秋, 東宝
系 ｢TOHOシネマズ｣, 松竹と共同で, 横浜市の



















店へと転換, 食品スーパーの ｢カスミ｣ と衣料品
の ｢ユニクロ｣ を除き, 従来入店していた 30店
舗が撤退した (2008年 8月 19日付日本経済新聞
29面)｡
2008年 10月に研究学園前駅に開設した ｢大和
ハウス SC｣ には, 新たなシネマコンプレックス
｢MOVIX｣ が開業した｡ 9スクリーンで, 他のシ
ネマコンプレックスよりも座席を 5センチ広くす
るなどの差異化を図った｡ ｢MOVIX｣ は全国 20
シアターのうち, さいたま, 川口, 三郷, 亀有,
柏の葉, 研究学園など, 本地域への出店が目立っ
ている｡ また, つくばエクスプレス沿線に留まら
ず, 埼玉県越谷市に 2008年 10月に開業した ｢イ
オン越谷レイクタウン SC｣ には ｢ワーナーマイ
カル｣, 埼玉県春日部市に 2008年 11月に開業し
た ｢ケーティーインセンスモール｣ には ｢TOH
Oシネマズ｣, 2009年 4月に開業する ｢ララガー











いる｡ 江戸川大学を中心として半径 10 kmにあ
る, 店舗面積 3万平方メートル以上のショッピン
グセンター (SC) の位置関係および店舗面積の




( 6 ) ｢TOHO シネマズ｣ は, 6 本鑑賞で 1 本無料
の他, 毎週火曜日が 1,300円になる会員サービス















校生が 3人以上で映画館に行くと, 一人 1,000円
で映画が観られる ｢高校生友情プライス｣ キャン
ペーンは, 2009年 6月をもって終了する｡ 日本
映画製作者連盟, 外国映画輸入配給協会, モーショ
ン・ピクチャー・アソシエーション, 全国興行生





て導入した ｢夫婦 50割引｣ は, 夫婦のうちどち











学科 3年男子)｡ ｢広いため, ゆったりしている｣
(当時人間心理学科 3年男子)｡ ｢段差があり, 前
の席に大きな人が座っても見えやすい｣ (当時人
間心理学科 2年女子)｡ ｢ママズクラブが子供連れ
に便利｣ (当時マスコミ学科 3年女子)｡ ｢車椅子
専用席がどのスクリーンにもある｣ (当時マスコ




ニー席 ｢プラチナルーム｣ (2室, 各 2名, 特別
料金 3 万円) および ｢プラチナシート｣ (全 22
席, ペアで 1万円) を導入した｡ また, ｢プラチ
ナルーム｣ と ｢プラチナシート｣ の観客が利用で
きる ｢シネマライブラリー｣ と ｢カフェ｣ を併設
した｡



















まう｣ (2008年 9月 27日付日本経済新聞)｡
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した｣ (当時人間心理学科 2年女子)｡ カフェは,
上映前後に立ち寄って映画の雰囲気に浸れる点が
｢売り｣ となっている｡ カフェには, 映画鑑賞後
に作品の余韻に浸ったり, 感想を語り合ったりす
る人々の姿が目に付く｡
( 9 ) 2008年 1月 7日 (木) ～10日 (火) に米国ラ
スベガスで開催された ｢2008インターナショナ
ル CES (コンシューマー・エレクトロニクス・




















(10) 中国が 200スクリーン, インドが 103スクリー
ン, 導入したとの報告もある (デジタルコンテン


























くる (2008年 1月 28日付映像新聞)｡
(12) ｢European Cinema Journal/March 2007｣ を
参考にした｡
(13) ｢デジタルシネマビジネスの市場動向と将来展
望 2005年版｣ シードプランニング p. 23を参考
にした｡
(14) 同上, p. 25を参考にした｡
(15) フィルム映写機の場合, 映画 1本当たりのフィ
ルム印刷料金は 30万円と言われる (2008年 7月
17日付日経産業新聞)｡
(16) 映像新聞 ｢NAB 2008報告書｣
(17) 2008年 10月 6日付映像新聞 8面






(19) 2008年 10月 6日付映像新聞 8面｡ 米国では,
｢ベオウルフ｣ 以外の作品でも, 3 Dスクリーン
の売上が 2 Dスクリーンの売上の 3倍になってい
る｡ 入場料が通常 6ドルのところを 10ドルに設
定しているため, 観客数増加と客単価の違いが効
果として現れた結果である｡ 既に世界ではデジタ
ルスクリーンの約 3割が 3 D対応となっている｡
アメリカではデジタルスクリーン 4,677 のうち
1,200スクリーンが 3 Dとなっているのに対して,























(21) 映画製作において, 邦画の場合, デジタルシネ
マの良さをアピールできる作品が少ないことが挙
げられる｡ ハリウッド映画はテーマパーク志向で








一方で, 東映は, 3 D映像やデジタルの豊富な
色彩に対応することを目的として東京撮影所 (練






一の規模になる (｢キネマ旬報 2009年 1月上旬号｣
p. 95)｡




しむ視聴者は, 映画館に行って立体映像 (3 D)
を観ようとする傾向が強いという｡
たとえば, 3 D映画の ｢センター・オブ・ジ・




(23) 2008年 5月 20日 (火) MOVIX柏の葉とのイ
ンタビューに基づく｡
(24) 米国ではコンサートやスポーツも映画館で 3 D
映像により楽しんでいる｡ Tジョイはロックバン
ド ｢U 2｣ のライブを 3 Dで撮影した ｢U 2 3 D｣
の上映を計画している (｢日経エンタテインメン
ト (2009年 2月号)｣ p. 29)｡
(25) 日本と同様, 映画発祥の地フランス (61スク
リーン), イタリア (41スクリーン) は, 緩やか
に伸びている｡ また, BRICsのうち, ブラジル
(32スクリーン), ロシア (3スクリーン) は, ほ
とんど導入されていない｡
(26) 映像新聞 ｢NAB 2008報告書｣
(27) 松竹は, 2007年 7月 19日にオープンした ｢新
宿ピカデリー｣ に ｢シアターセントラルマネジメ
ント｣ を導入し, DCP (デジタル映写機) とデ
ジタルシネマサーバーをネットワークでつないだ
一元集中管理を行っている｡





























る｡ しかし, 本分析においては, デジタル化によ
る観客動員増加を期待したい一方, その数値予測
が難しいため, 利益率向上について捨象している｡
(31) 米国では, デジタルシネマ設備投入の際, ｢バー
チャル・プリント・フィー｣ (VPF) という資金
調達方法を活用したファンドを設立・運用するケー
スが増えている｡ アクセス IT社, テクニカラー
デジタルシネマ社に加えて, 米国の上位 3大映画
興行チェーンである AMC, Regal, Cinemarkの
3社が出資して設立したファンド会社 ｢DCIP｣









5～6年と試算される (2008年 1月 28日付映像新
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聞)｡
一方, 欧州では, VPFに代わる ｢タイム・フィー
方式｣ も話題となってきている｡ このモデルでは,
上映 1回ごとに 5ユーロ相当の料金を配給が支払
い, 大作映画で 100回上映した場合には総額 500




(32) 基準割引率および基準貸付利率とは, 従来 ｢公
定歩合｣ として日本銀行により公表されていたも
のの現在的な呼称である｡







(34) 2008年 10月 25日に日本で公開した 3 D映画
｢センター・オブ・ジ・アース｣ の上映館数は 2
Dスクリーンが 50スクリーン, 3 Dスクリーン
が 55スクリーンと, ほぼ半々であった (｢キネマ
旬報 (2008年 11月上旬号)｣ p. 68) が, 配給元
のギャガ・コミュニケーションズによれば, 3 D
上映館の興行収入が全体の約 80％に達した｡ 3 D
の料金は, 2,000円と通常料金より 200円高かっ
たが, その割増分を払ってでも 3 Dを選択した観
客が多かった結果である｡ ディズニーは製作中の
20作品のうち半数が 3 Dとしており, 2011年ま
でに 17作品の 3 D映画を公開予定である｡ ワー
ナーブラザーズは ｢ハリーポッター｣ シリーズの
次回作 ｢ハリーポッターと謎のプリンス｣ (2009
年 7月公開) を 3 Dで製作している (｢日経エン
タテインメント (2009年 2月号)｣ pp. 2829)｡
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dcinema.com/dcinema-index/locations/ list.ht
ml)
[ 5 ] 映像新聞 ｢NAB 2008報告書｣
[ 6 ] 映像新聞, 2008年 1月 28日付
[ 7 ] 映像新聞, 2008年 7月 28日付
[ 8 ] 映像新聞, 2008年 10月 6日付
[ 9 ] 川上一郎 [2007] ｢映画館客席稼働率について
の考察｣ 『FDI (フルデジタル・イノベーション)
2007. 08』 pp. 2627, ユニワールド社
[10] 川上一郎 [2008] ｢デジタル・ロールアウトの
進捗状況と課題｣ 『FDI (フルデジタル・イノベー
ション) 2008. 08』 pp. 2830, ユニワールド社
[11] 菊池実 [2008] ｢エンタテインメント産業とし
ての日本映画 イノベーションとビジネスモデ
ルの変化｣ 『aura 187』, pp. 211







[15] 杉沼浩司 [2007] ｢デジタルシネマの最新動向｣
『NEW Media 2007. 8』 pp. 4849
[16] 田中成一 [2007] ｢デジタルシネマと 3 D｣
『NEW Media 2007. 6』 pp. 4648
[17] 電通総研 ｢情報メディア論 2008｣
[18] ｢日経エンタテインメント (2009年 2月号)｣
pp. 2829
[19] 日経産業新聞, 2008年 7月 17日付
[20] 日経流通新聞, 2008年 7月 18日付
[21] 日本経済新聞, 2008年 8月 19日付
[22] 日本経済新聞, 2008年 9月 27日付
[23] 日本自転車振興会 ｢デジタルシネマに関する調
査研究 報告書｣
[24] ユニワールド社 ｢FDI (フルデジタル・イノベー
ション). 2007. 06｣
[25] ｢European Cinema Journal/March 2007｣
[26] レノ・トウリジオリス [2001] ｢リアルオプショ
ン｣, 川口有一郎他訳, エコノミスト社
大学近隣シネマコンプレックスに見る映画館デジタル化誘因に関する考察254
参考文献
